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 研究分野：複合新領域  科研費の分科・細目：ナノ・マイクロ科学、ナノ材料・ナノバイオサイエンス キーワード：DNAデバイス 
 １．研究計画の概要  我々は最近特定の核酸塩基と対になった時のみ蛍光を発する蛍光核酸塩基BDFBDFBDFBDFをデザインするコンセプトを提唱しそれを実証した。我々の独創的なコンセプトを生かして、実用に耐えるような細胞内でも使える蛍光を利用する遺伝子検出法を本研究で開発することを目的とした。BDFBDFBDFBDFを用いることより、細胞内での遺伝子の有無を蛍光で判別したり、細胞内での遺伝子の１塩基変異を解析するための基礎的ならびに応用的研究を行った。さらに、DNAインクとして偽造防止のための検出用BDFの開発に成功している。即ち、暗号の遺伝子が入っているDNAインクの時のみ蛍光を発光するので、本物と偽物を区別することができる。最近、消光剤を必要としない新しいタイプのモレキュラービーコンを開発した。 
 ２．研究の進捗状況  先ず、細胞内を透過できる５５０nm以上の蛍光を発し、なおかつ塩基識別能を有する 
BDFの開発を行った。既に、候補となるBDFBDFBDFBDFをいくつか合成しているので、その性能を調べた後、実際のターゲットとなる遺伝子の検出と１塩基多形（SNP）のタイピングを行った。アクリドン、ペリレン、アントラセンなどの蛍光発色団を有する新しいBDFBDFBDFBDFを開発した。FRETを用いて長波長で蛍光発光を検出する新しいシステムの開発にも成功した。 DNAインクに使うのに相応しい新しBDFの開発に成功し、企業で現在有用性が検討されている。さらに、従来とは全く違う新しいタイ

プの両末端フリーのモレキュラービーコンの開発にはじめて成功した。 ３．現在までの達成度 ① 当初の計画以上に進展している。 （理由）  塩基識別型蛍光核酸塩基（BDF）はその応用範囲が極めて広いので、一度良い BDF を開発すれば、さまざまな用途に使用できるため、研究がこの３年間で予想以上に進展した。例えば、DNA インクとしての利用やモレキュラービーコンへの応用である。また、BDFの発光波長や発光強度を変えれる BDF を次々開発できるので、計画以上の成果が得られている。 
 ４．今後の研究の推進方策  すでに BDF は広く使われはじめており、我々の摸倣品も論文、学会発表でみられるようになった。実用化が最も早そうなのは、DNAインクであり、現在の IC チップのように印刷物の真偽の判定に使用されるだろう。 
    ５. 代表的な研究成果 （研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線） 
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